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Ｎ
Ｂ１－１：電源ケーブルトレンチ

（海水配管基礎部）
(1)水位【済】滞留水有り
(2)線量【済】
(3)海水配管トレンチ（立坑B）の止水性
→水位変化

Ｂ２：電源ケーブルトレンチ
(1)水位【済】滞留水少量あり
(2)線量【済】
(3)周辺止水部の止水性
→水位変化

B1-1に高レベル放射性滞留水を確認（お知らせ済み）しており、接続する立坑Bの水深を測定し、

 付近の滞留水量を同定した。

Ｂ１－２：電源ケーブルトレンチ

 
（海水配管基礎部）

【滞留水無し】

福島第一原子力発電所２号機立坑Ｂおよび電源ケーブル

 トレンチに滞留している汚染水量の推定について
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評価結果

２号機立坑Bの深さ（水深）
：H=1.86m（ﾄﾚﾝﾁB1-1側よりややﾓﾙﾀﾙ

充填部が高いと推定）
立坑B部滞留水量

：V=41.6×1.86=77.4m3

ﾄﾚﾝﾁ(B1-1)滞留水量
：130m3（構造図より算出※）

※水深2.51mより（お知らせ済）

総滞留水量
：130＋77.4=207.4

 
→

 
約210m3

２号機立坑B

トレンチ(B1-1)

77m3


